
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名 札幌学院大学

学内からの視点

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを「学
ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理
解させること

　リテラシーレベルの導入に準じた内容を中心に、また常に身近な例を引きながらデータサイエンスの適用事例やAI等
の活用を中心に、興味を持つ講義内容としている。
　例えば受講生の中にスポーツ競技をしている学生は、その競技で得られる様々なデータから特徴的なことの紹介、身
近なところではPOSデータのしくみやそのデータの使われ方などを、意識的に取得するデータと無意識で採取される
データが世の中には多くあることを紹介している。またそれらがどのように分析され、利用されているのかを常に意識さ
せながら授業展開している。

内容・水準を維持・向上しつつ、よ
り「分かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術
の発展を踏まえて教育内容を継
続的に見直すなど、より教育効果
の高まる授業内容・方法とするた
めの取組や仕組みについても該
当があれば記載

　モデルカリキュラムを常に確認するとともに、授業時のリアクションペーパーや授業評価アンケートの学生の意見を参
考に、わかりやすい授業が展開するよう講義内容の見直しを図り、絶えず授業改善に努めている。またAIやデータサイ
エンスの分野は日々発展しており、学術研究の進展と世の中での使われ方などをいつも確認し、それを授業で反映でき
るようにしている。
　本学は文系総合大学で数学的・理系的な話が不得手な受講生が多いため、意識的に身近な例を示しながら授業展開
している。

全学的な履修者数、履修率向
上に向けた計画の達成・進捗
状況

　プログラム科目は卒業必修要件とはなっていないが、令和6年度からは履修要項に本プログラムについて掲載を行
い、教育支援課の行うガイダンスを通しても説明を行い、履修を促した。
　また、令和6年度からは、遠隔授業で複数クラス開講し、キャンパスに関わらず、より多くの学生が履修・学修可能と
なった。

教育プログラム修了者の進
路、活躍状況、企業等の評価

　本プログラムは令和3年度に開始し、令和6年度末に最初の卒業生を輩出したが、現状では本プログラム修了者の進
路調査・活躍状況調査・企業からの評価を得ることはかなり困難であることが分かった。プログラム終了生並びに主な
就職先である企業等に対しての評価調査については、さらに検討を進める。

産業界からの視点を含めた教
育プログラム内容・手法等へ
の意見

　現時点では、産業界や外部からの評価について考えていない．本学は文系総合大学で、情報関連産業への就職者も
少なくはないが，就職先では情報関連のスキルを要求しないところもあり，どの程度の関連知識が必要なのかを具体的
に調べることは事実上困難である．

学修成果

　日々の授業では、LMSを通じて小テストやリアクションペーパー（相当のもの）を活用することで、学生の理解度を把握
している。
   また、毎年度実施している授業評価アンケートにより授業内容を振り返り、学習・教育目標の達成度の自己評価を行
うことが可能だが、回収率が低いため、大学全体で改善に向け検討中である。

学生アンケート等を通じた学生
の内容の理解度

　毎年度実施している授業評価アンケートや、毎回の授業で回答してもらう「授業の振り返り」（データサイエンス概論）
の自由記述欄からも、「コンピュータの苦手意識に対して、日常生活に関連した題材の提示に理解が深まった」や、「ほ
かの授業では得られない知識が得られた」、「今日的なコンピュータやデータの分析の使われ方がよく分かった」などの
意見・感想が寄せられた。

学生アンケート等を通じた後輩
等他の学生への推奨度

　全学的に実施している授業評価アンケートでは、後輩等他の学生への推奨度を問う項目は設定されていないが、授業
中に教員から後輩への推奨や、年度初めの教務ガイダンスにて本プログラムの紹介を行っている。
　今後、本教育プログラムの科目を対象とした独自のアンケートの実施も検討し、後輩学生への推奨度等の調査も検討
する。

2025（令和7）年度自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

　令和3年度から関連授業を開設し、指定科目の履修者と単位修得者数は全学教務委員会で報告を行っている。
　令和6年度よりプログラムの対象科目である2科目を前期・後期にオンデマンド授業として開講し、受講定員数も増やし
たことから多くの学生が履修した。　また、プログラムの修得状況について、令和8年度は(400x2x0.75)=600名の修了者
を予定している。


